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寺
庭
婦
人
の
位
置
付
け
と
役
割

伊　

藤　

美　

妙

一
、
子
弟
教
育
に
関
わ
る
寺
庭
婦
人
の
役
割

　

明
治
五
年
の
太
政
官
布
告
の
「
僧
侶
の
肉
食
妻
帯
勝
手
足
る
べ
し
」
か
ら
百
四
十
年
近
く
経
っ
た
今
日
に
於
い
て
も
ま
だ
、
真
宗
以
外

の
出
家
仏
教
教
団
は
こ
れ
ま
で
戒
律
・
宗
規
に
反
す
る
と
、
様
々
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
が
結
論
が
出
な
い
ま
ま
有
耶
無
耶
に
な
っ
て
い

る
。
結
果
と
し
て
僧
侶
は
寺
庭
婦
人
を
ど
の
よ
う
に
認
め
る
か
で
は
な
く
、
寺
庭
婦
人
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
へ
と
す
り
替
え

ら
れ
て
い
っ
て
、
寺
庭
婦
人
た
ち
の
教
団
で
の
位
置
づ
け
や
権
利
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
私
は
常
々
、
宗
門
は
寺
庭
婦
人

の
存
在
を
明
確
に
し
、
宗
制
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
教
団
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
子
弟
教
育
の
あ
り
方
や
僧
侶
と
し
て
の
資
質
を
考
え
た
と
き
、
寺
庭
婦
人
の
仏
教
や
宗
門
、
寺
院
に
対

す
る
理
解
と
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
伝
統
仏
教
寺
院
の
大
半
が
妻
帯
し
、
世
襲
を
し
て
い
る
今
日
、
住
職
夫
婦
の
子
供
が
住
職
後
継
者

と
な
る
事
例
が
大
半
で
あ
る
が
、
ど
の
宗
派
に
於
い
て
も
子
弟
教
育
の
問
題
点
と
し
て
、
寺
庭
教
育
の
欠
如
が
言
わ
れ
て
い
る
。
多
く
は

寺
院
で
生
活
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
生
活
様
式
は
一
般
家
庭
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
た
め
、
宗
教
者
と
し
て
の
自
覚
が
な
か
な
か
形
に
表

れ
て
こ
な
い
。
ま
た
、
後
継
者
と
し
て
の
資
質
が
不
足
し
、
世
俗
化
が
進
ん
で
い
る
な
ど
の
声
を
聞
く
。

　

石
上
和
敬
氏
は
「
子
弟
教
育
に
か
か
わ
る
女
性
の
役
割
と
可
能
性
」
の
な
か
で
、
伝
統
仏
教
寺
院
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
、
現
在
で
も

家
元
制
度
が
存
続
し
て
い
る
伝
統
的
な
文
化
芸
能
の
世
界
に
お
い
て
も
、
家
元
後
継
者
な
ど
は
幼
い
頃
か
ら
の
家
庭
教
育
が
そ
の
ま
ま
家
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元
後
継
者
へ
の
準
備
教
育
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
母
親
は
そ
の
文
化
芸
能
を
直
接
に
伝
授
す
る
と
い
う
立
場
に
な
く
て
も
、

少
な
く
て
も
そ
の
道
に
対
す
る
十
分
な
理
解
と
尊
重
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
見
方
に
た
て
ば
、
住
職
配
偶
者
が
仏

教
や
寺
院
に
対
す
る
あ
る
程
度
の
理
解
や
尊
敬
の
念
を
持
ち
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
り
、
家
庭
教
育
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を
担
う
配
偶
者
が
仏
教
や
寺
院
に
対
し
て
尊
崇
の
念
に
篤
い
母
親
に
な
る
た
め
に
も
、
配
偶
者
自
身

が
宗
派
や
寺
院
内
で
相
応
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
明
確
な
立
場
を
得
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
、
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
配
偶
者
（
寺
庭
婦
人
）
は
自
信
を
持
っ
て
後
継
者
で
あ
る
子
供
を
教
育
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
他
宗
に
於
け
る
寺
庭
婦
人
の
位
置
付
け
と
保
護

宗
派

（
寺
庭
婦
人
数
）

○ 

住
職
が
寺
族
（
と
く
に
住
職
婦
人
）
に
対
し
て
付
与
で
き
る
職
務
（
①
資

格
条
件
、
②
主
な
職
務
範
囲
、
③
任
期
）

寺
族
の
相
談
に
対
応
す
る
宗
門
の
窓
口

曹
洞
宗

（
一
万
四
六
二
四
ヶ
寺
）

寺
族
得
度
者
は

約
一
万
六
〇
〇
〇
人

● 

干
与
人
者
・
責
任
役
員
（
①
寺
族
得
度
を
受
け
、
寺
族
通
信
教
育
を
修
了

し
、
准
教
師
に
補
任
さ
れ
、
当
該
寺
院
の
寺
族
代
表
に
登
録
さ
れ
た
者
、

②
宗
教
法
人
の
事
業
運
営
に
関
わ
る
他
、
後
任
住
職
選
定
や
住
職
遷
化
後

の
寺
族
保
護
の
決
め
方
に
権
限
が
あ
る
、
③
寺
院
規
則
に
よ
る
）

● 

特
定
代
務
者
（
①
同
②
代
表
役
員
の
代
務
者
と
し
て
世
俗
的
な
こ
と
は
行

え
る
が
法
務
や
葬
儀
の
導
師
、
寺
院
規
則
の
変
更
や
宗
教
法
人
の
合
併
・

解
散
、
主
な
境
内
建
物
の
増
改
築
な
ど
は
不
可
③
三
年
）

平
成
一
六
年
に
宗
務
庁
内
に
「
寺
族
の

相
談
窓
口
」
を
設
置
。
ス
タ
ッ
フ
は
男

女
合
わ
せ
て
一
三
人
。
相
談
件
数
は
年

間
四
〇
件
前
後

臨
済
宗　

妙
心
寺
派

（
三
三
八
三
ヶ
寺
）

寺
庭
婦
人
は

約
三
一
〇
〇
人

● 

看
護
職
（
①
宗
務
本
所
の
寺
庭
婦
人
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
寺
庭
婦
人

で
、
禅
学
林
を
五
回
以
上
修
了
し
本
山
寺
庭
婦
人
研
修
並
び
に
本
派
仏
教

講
座
基
礎
コ
ー
ス
を
修
了
し
、
本
派
の
僧
籍
を
有
し
た
者
、
②
法
務
の
執

行
と
寺
務
取
り
扱
い
が
出
来
る
③
一
期
三
年

平
成
一
四
年
に
宗
務
本
所
内
に
「
妙
心

寺
相
談
室
」
を
設
置
。
ス
ッ
タ
フ
は
男

性
の
み
六
人
。
相
談
件
数
は
年
間
約
二

〇
件
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宗
派

（
寺
庭
婦
人
数
）

○ 

不
慮
の
場
合
を
想
定
し
住
職
が
寺
族
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
（
①
資
格
条

件
、
②
範
囲
）

寺
族
の
相
談
に
対
応
す
る
宗
門
の
窓
口

日
蓮
宗

（
四
六
三
四
ヶ
寺
）

寺
庭
婦
人
は

約
五
八
六
〇
人

● 

住
職
後
任
者
の
選
定
（
①
僧
籍
を
有
す
る
小
学
校
卒
業
以
上
の
者
で
、
総

代
や
干
与
人
の
同
意
を
得
た
者
。
二
人
ま
で
「
住
職
予
定
者
」
と
し
て
登

録
で
き
る
②
未
成
年
者
は
満
二
三
歳
ま
で
、
成
年
は
登
録
後
三
年
以
内
に

教
師
資
格
を
得
ね
ば
な
ら
な
い
）

平
成
一
四
年
に
宗
務
院
内
に
「
総
合
相

談
所
」
を
設
置
し
、
さ
ら
に
平
成
一
六

年
に
「
後
継
者
及
び
結
婚
相
談
所
シ
ス

テ
ム
」
を
設
立
し
て
い
る

天
台
宗

（
三
三
四
三
ヶ
寺
）

寺
庭
婦
人
は

約
一
八
〇
〇
人

●
寺
族
保
護
の
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
法
類
や
檀
徒
総
代
と
協
定
で
き
る

平
成
一
八
年
に
宗
務
庁
内
「
寺
族
相
談

所
」
の
改
組
充
実
化
。
宗
報
等
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
電
話
相
談
・
個

別
面
談
の
他
、
地
方
相
談
も
実
施
。
相

談
件
数
は
毎
月
二
〇
件

真
言
宗

（
智
山
派
）

● 

住
職
及
び
教
会
の
主
管
者
は
、
そ
の
後
任
候
補
者
を
定
め
て
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（
①
本
宗
の
教
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
寺
族
以
外
の

者
を
後
任
者
に
選
定
申
請
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
寺
族
代
表
の
承
認
書
を

添
付
す
る

平
成
二
〇
年
三
月
発
行　

寺
門
興
隆
掲
載

　

曹
洞
宗
で
は
「
曹
洞
宗
寺
族
規
程
」
が
あ
り
、
寺
族
に
関
し
て
三
十
六
条
に
わ
た
る
規
程
を
定
め
て
い
る
。

主
な
条
項
で
は

① 　

寺
族
の
得
度
…
…
「
寺
族
は
、
両
大
本
山
貫
首
ま
た
は
前
貫
首
に
就
い
て
得
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
あ
り
、
得
度
を
受

け
た
寺
族
は
宗
務
庁
の
「
寺
族
得
度
登
録
簿
」
に
登
録
さ
れ
、
登
録
証
が
交
付
さ
れ
る
。

② 　

寺
族
通
信
教
育
…
…
寺
族
得
度
を
受
け
た
者
に
対
し
て
宗
門
が
奨
励
す
る
寺
族
通
信
教
育
で
あ
る
。
第
六
条
に
は
「
本
宗
は
、
寺
族

得
度
を
受
け
た
者
の
責
務
を
自
覚
さ
せ
、
道
念
の
涵
養
を
図
る
た
め
、
寺
族
通
信
教
育
を
行
う
。」
と
あ
り
、
教
義
や
基
本
的
な
儀
礼
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の
習
得
、
一
般
教
養
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

③　

准
教
師
の
補
任
…
…
寺
族
通
信
教
育
を
修
了
し
た
者
は
「
准
教
師
」
の
補
任
資
格
を
有
す
る
。

④　

寺
族
代
表
…
…
お
寺
の
中
で
准
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
う
ち
一
人
が
な
れ
る
の
が
「
寺
族
代
表
」
で
あ
る
。

⑤ 　

干
与
者
・
責
任
役
員
の
就
任
…
…
寺
族
代
表
は
責
任
役
員
の
同
意
を
得
ら
れ
た
な
ら
、
干
与
者
や
責
任
役
員
に
就
任
で
き
る
。「
曹

洞
宗
寺
院
住
職
任
免
規
程
」
の
第
十
二
条
に
は
「
寺
族
代
表
の
登
録
の
あ
る
寺
院
の
住
職
が
死
亡
し
、
後
任
の
住
職
の
任
命
を
申
請
す

る
と
き
は
、
そ
の
寺
族
代
表
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

⑥ 　

特
定
代
務
者
…
…
寺
族
代
表
と
し
て
登
録
さ
れ
た
寺
庭
婦
人
は
「
特
定
代
務
者
」
と
な
り
、
お
寺
の
代
表
役
員
に
就
任
し
、
子
供
が

住
職
資
格
を
得
る
ま
で
待
つ
こ
と
が
で
き
る
。
任
期
は
三
年

　
　
「
寺
族
得
度
」
を
受
け
、「
准
教
師
」「
特
定
代
務
者
」
と
言
っ
た
資
格
を
得
て
も
法
務
は
出
来
な
い
。

　

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
場
合
寺
族
と
寺
庭
婦
人
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
条
に
は
、「
寺
族
と
は
住
職
、
副
住
職
、
先
住
職
お
よ
び
先
副
住
職
以
外
の
者
で
、
寺
院
ま
た
は
教
会
に
在
籍
し
て
い
る
者
を
言

う
。」

　

第
二
条
の
「
寺
庭
婦
人
」
に
は
「
寺
庭
婦
人
と
は
、
住
職
、
副
住
職
、
先
住
職
お
よ
び
先
副
住
職
の
配
偶
者
で
、
寺
院
ま
た
は
教
会
に

在
籍
し
て
い
る
者
を
い
う
。
二
、
前
項
以
外
の
者
で
寺
庭
婦
人
の
義
務
お
よ
び
職
務
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
者
に
つ
い
て
は
寺
庭
婦
人

と
み
な
す
。

　
「
寺
族
及
び
寺
庭
婦
人
規
程
」
の
第
五
条
「
住
職
の
遷
化
等
の
場
合
に
お
け
る
寺
庭
婦
人
の
保
護
」
と
い
う
項
目
に

　
「
住
職
が
遷
化
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
欠
け
た
と
き
に
は
、
法
類
、
関
係
寺
院
及
び
当
該
寺
院
の
後
任
住
職
そ
の
他
の
責
任
役
員
は
、

そ
の
寺
庭
婦
人
及
び
寺
族
に
対
し
て
適
切
な
保
護
を
し
、
正
当
な
理
由
な
く
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
。」

　
「
前
項
の
場
合
に
於
い
て
、
そ
の
寺
族
の
中
か
ら
将
来
当
該
寺
院
ま
た
は
教
会
の
住
職
た
り
得
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
兼
務
住
職
は
、
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そ
の
寺
族
が
資
格
を
得
る
ま
で
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

平
成
十
五
年
九
月
に
新
た
な
条
項
「
看
護
職
」
を
「
住
職
規
程
」
に
付
け
加
え
た
。

　
「
第
三
十
二
条　

住
職
が
遷
化
ま
た
は
病
気
に
よ
り
そ
の
寺
務
取
り
扱
い
が
出
来
な
く
な
っ
た
場
合
、
代
務
者
及
び
兼
務
住
職
の
許
可

の
も
と
法
類
寺
院
の
承
認
を
経
て
、
当
該
寺
院
の
寺
庭
婦
人
が
看
護
職
と
し
て
、
法
務
の
執
行
及
び
寺
務
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
速
や
か
に
後
任
住
職
を
就
任
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

条
件
は
二
、
宗
務
本
所
の
寺
庭
婦
人
で
、
禅
学
林
を
五
回
以
上
修
了
し
、
本
山
寺
庭
婦
人
研
修
会
並
び
に
本
派
仏
教
講
座
基
礎
コ
ー
ス

を
修
了
し
た
者
は
、
当
該
寺
院
の
看
護
職
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
、
看
護
職
を
取
得
す
る
も
の
は
、
本
派
の
僧
籍
を
有
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
四
、
看
護
職
の
任
期
は
、
後
任
住
職
の
就
任
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
期
三
年
と
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き

は
、
更
新
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

禅
学
林
と
は
同
派
の
尼
僧
の
専
門
道
場
で
あ
る
岐
阜
県
の
天
寧
寺
を
い
う
。
一
回
に
つ
き
二
泊
三
日
の
研
修
で
、
そ
れ
を
五
回
以
上
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僧
籍
と
は
僧
階
の
末
席
に
な
る
沙
弥
職
か
知
客
職
以
上
を
い
う
。

　

天
台
宗
で
は
寺
庭
婦
人
と
は
婦
人
の
僧
侶
で
あ
る
者
、
ま
た
は
寺
族
中
の
婦
人
の
う
ち
「
寺
庭
婦
人
得
度
」
を
受
け
た
者
で
寺
庭
婦
人

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宗
憲
第
四
十
八
条
の
第
二
項
に
「
寺
族
は
宗
規
で
定
め
る
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
あ
り
、
寺
族
規
程
第
六
条
「
住

職
が
死
亡
ま
た
は
そ
の
他
の
事
故
に
よ
っ
て
欠
け
た
場
合
は
寺
族
に
対
し
、
法
類
及
び
関
係
寺
院
の
住
職
は
適
切
な
保
護
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
続
く
第
二
項
に
は
「
二
、
前
項
の
保
護
法
は
予
め
法
類
及
び
寺
院
総
代
と
協
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

責
任
役
員
会
議
の
議
決
を
得
て
お
く
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。

　

真
言
宗
で
は
「
住
職
及
び
教
会
の
主
管
者
は
、
そ
の
後
任
候
補
を
定
め
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
寺
族

以
外
の
者
を
後
任
者
に
選
定
申
請
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
寺
族
代
表
の
承
認
書
を
添
付
す
る
と
あ
る
。
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で
は
、
日
蓮
宗
で
は
ど
う
な
の
か
。
ま
ず
、
寺
族
寺
庭
婦
人
規
程
に
「
本
宗
の
寺
院
、
教
会
、
結
社
に
住
職
、
担
任
、
教
導
と
同
居
す

る
親
族
で
、
本
宗
の
教
義
を
信
奉
す
る
者
を
寺
族
と
す
る
。
但
し
、
教
師
又
は
教
師
補
は
こ
れ
を
除
く
。」
と
あ
る
。
ま
た
、「
寺
族
の
う

ち
成
年
に
達
し
た
女
性
で
住
職
が
認
め
た
者
は
、
寺
庭
婦
人
と
す
る
。」
と
あ
る
。

　

そ
し
て
、
寺
族
保
護
と
し
て
は
「
住
職
候
補
者
の
選
定
及
び
同
意
に
際
し
干
与
人
及
び
総
代
は
、
寺
族
の
意
見
を
聞
く
者
と
す
る
。」

と
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
決
し
て
寺
族
又
は
寺
庭
婦
人
の
保
護
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で
は
無
く
、
他
宗
に
比
べ
て
も
随
分
と
遅

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
日
蓮
宗
於
け
る
こ
れ
か
ら
の
寺
庭
婦
人
の
位
置
付
け
と
役
割

　

子
弟
教
育
の
他
に
も
寺
院
内
で
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
配
偶
者
（
寺
庭
婦
人
）
が
仏
教
や
寺
院
に
対
し
て
尊
崇
の
念
の
篤
い
母

親
と
な
る
た
め
に
も
、
配
偶
者
を
宗
派
や
寺
院
内
で
相
応
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
寺
庭
婦
人
に

日
蓮
宗
の
教
義
や
組
織
に
つ
い
て
知
識
と
理
解
を
得
る
た
め
に
、
得
度
式
を
二
泊
三
日
く
ら
い
の
期
間
で
行
い
、
こ
れ
を
受
け
た
者
を
寺

庭
婦
人
と
す
る
。
も
っ
と
積
極
的
に
宗
門
や
寺
院
運
営
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
寺
庭
婦
人
に
は
、
通
信
教
育
を
受
け
て
も
ら
い
、

修
了
者
に
は
「
准
教
師
」
な
ど
の
名
称
で
資
格
を
与
え
る
。
資
格
を
得
た
者
が
さ
ら
に
教
師
資
格
を
得
る
と
き
に
は
乙
種
の
試
験
は
免
除

す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

池
上
本
門
寺
の
酒
井
日
慈
貫
首
は
「
僧
侶
が
妻
帯
し
た
と
同
時
に
実
は
、
寺
は
僧
侶
と
そ
の
妻
の
共
同
布
教
所
と
し
て
発
足
し
て
い
た

訳
な
の
で
あ
る
。
問
題
は
今
日
、
住
職
と
そ
し
て
そ
の
配
偶
者
（
寺
庭
婦
人
）
が
明
確
に
そ
の
こ
と
を
確
認
し
あ
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（「
現
代
仏
教
」
二
〇
〇
二
年
発
行
）。
妻
帯
に
よ
っ
て
寺
院
が
得
た
利
点
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
お
寺
に
対
し
て
の
「
暗
さ
」、「
堅
苦
し
さ
」
が
薄
ら
い
で
、
檀
信
徒
達
が
お
寺
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
後
継
者
を
生
み
、
今
日
ま
で
法
灯
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
う
。
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僧
侶
の
肉
食
妻
帯
に
つ
い
て
末
木
文
美
士
氏
は
、「
確
か
に
僧
侶
の
肉
食
妻
帯
は
江
戸
時
代
に
は
も
は
や
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
肉
食
妻
帯
許
可
令
は
現
象
的
に
は
そ
れ
を
追
認
し
た
だ
け
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
仏
教
の
持
つ

社
会
的
な
位
置
づ
け
を
制
度
的
に
根
底
か
ら
逆
転
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
中
略
…
…
江
戸
時
代
の
仏
教
は
タ
テ
マ
エ
と
ホ
ン
ネ
を

使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
テ
マ
エ
は
超
世
俗
で
あ
り
な
が
ら
、
ホ
ン
ネ
の
部
分
で
な
し
崩
し
的
に
世
俗
化
し
て
き
た
と
す
れ
ば
、
近

代
の
仏
教
は
タ
テ
マ
エ
も
ホ
ン
ネ
の
な
し
に
世
俗
化
を
最
初
か
ら
課
題
と
し
て
背
負
い
込
み
、
世
俗
化
し
た
宗
教
と
し
て
何
を
な
し
う
る

か
が
と
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。（「
現
代
戒
想
」
二
〇
〇
四
年
発
行
）

　

日
本
独
自
の
仏
教
の
在
り
方
を
も
っ
と
肯
定
的
に
考
え
、
妻
帯
を
す
る
な
ら
ば
、
配
偶
者
を
在
っ
て
無
き
が
ご
と
く
に
扱
う
の
で
は
な

く
、
宗
門
や
寺
院
の
中
の
女
性
の
役
割
を
重
視
し
、
女
性
の
登
用
を
積
極
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
宗
門
運
営
の
中
に
「
寺
庭
婦

人
」
の
部
門
を
設
け
、
共
同
運
営
者
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
今
日
の
宗
門
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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